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１．はじめに 

東日本大震災では、大津波警報などの危難を知らせる

情報が、津波到達よりも前に伝達されていたにもかかわ

らず、多くの住民が津波の犠牲となった。  

先行研究の中には、せっかく迅速に届いたはずの情報

に切迫性が欠如していたことを問題視するものがある。

たとえば、「リアリティの共同構築」という観点からテレ

ビ報道の内容分析をおこなった研究では、津波が到達す

るまでの猶予時間においては「東京中心的な情報」が優

勢であって、渦中の人々にとってはリアリティが欠如し

た内容であったと指摘している（近藤ほか, 2012）。 また、

NHK の全国放送のスタジオキャスターとして津波避難

の呼びかけを担ったニュースキャスター本人が、警報が

発表されてから沿岸部に津波が襲来し被害が及ぶまで

の約 30分間を「当事者研究」のアプローチで振り返った

研究でも、同様の課題を指摘している（横尾ほか, 2017）。   

一方で、テレビやラジオなど放送系のメディアの呼び

かけによって避難を決意した住民もいたことをふまえ

ると、より効果的な津波避難のアナウンスメントのあり

かたを検討しておく必要があるだろう。そして確かに、

キャスターコメント（呼びかけ文言のこと、後述する）

に関しては各組織において、独自の工夫や改善策が施さ

れている。しかし、新たに提起されたアナウンスメント

のありかたを客観的に評価した調査や研究が見当たら

ない。メディア全般を見渡しても「キャスターの力量し

だい」という曖昧模糊としたところがある。そこで本研

究では、議論の礎となるデータを構築するため、情報の

受信者と発信者の双方を対象とした定量的調査と定性

的調査をおこなうことにした。このうち今回の発表では、

おもに受信者側の調査結果を報告する。 

 

２．キャスターコメントとは 

キャスターコメントとは、視聴者・聴取者に避難など

の適切な行動を呼びかけることを目的に、これまでの災

害の経験を踏まえ、放送事業者の組織内で検討を重ねら

れた例文のことである。放送局内では、それらのキャス

ターコメントまとめた冊子や予定稿を作成して、ニュー

スキャスターなどの出演者が緊急時にすぐに読めるよ

うにスタジオに常置するようにしている。これは、視聴

者・聴取者に呼びかける内容がキャスターの経験やスキ

ルによってばらついてしまう危険を防ぐためである。  

災害初動時の特別（緊急）番組において、取材記者が

作成した原稿が手元に届いていない段階であっても、キ

ャスターは、気象庁の観測データなどの最新情報を瞬時

に織り交ぜ、視聴者・聴取者に対して危機を回避する行

動を促す―減災報道をする―ことになっている。 

 

３．調査の対象と手法 

2012 年や 2016 年の津波警報発表時の特別番組では、

東日本大震災の検証をふまえた新しいキャスターコメ

ントが次々と登場した。本研究ではそれらの参考にして、

まず独自の「サンプルキャスターコメント」を作成した。

文言は以下のとおりである。  

 

大津波警報が岩手県・宮城県・福島県に発表され 

ました。東日本大震災クラスの巨大な津波がきます。

非常事態です。今すぐ逃げてください。今避難すべ

き場所は、高台や津波避難ビル、津波避難タワーな

ど高いところです。急いで逃げること！ただちに避

難！命を守るために、ためらわずに避難をしてくだ

さい。この放送を聴いたあなたが、まわりにも声を

かけながら率先して避難をしてください。  

 

次にこのコメントを、放送スタジオを借りて切迫感の

ある強い口調で第1著者が読み上げて録音し、独自の「サ

ンプル音源」CD を作成した。調査実施時には、このCD

を調査協力者に聴いてもらい、その受け止め方を分析す

ることにした。 

 

４．調査の結果概要 

（１）大学生を対象にしたアンケート調査 

非報道従事者で、かつ津波避難未経験者の代表サンプ

ルとして、関西大学社会安全学部で「災害ジャーナリズ

ム論」を受講する大学生を対象に調査を実施することに



した（n=284）。約88%が2年次生で占められているため、

一般的な学生よりも知識はあるが、専門的な技術や経験

は無いグループであると考えられる。調査実施場所は、

講義がおこなわれた大型ホールである。 

共通のインストラクションを与えたのち、サンプル音

源CD を二度繰り返し場内で放送して、受け止め方を質

問紙で調査した。質問項目は、サンプル音源のコメント

を 10パーツに分解して、それぞれのパーツの評価（良し

悪し）を尋ねる内容とした。5 段階評価で回答してもら

い、集計の際に、「強くそう思う」や「とてもよい」を最

高評価の 5点とし、反対に「まったくそう思わない」と

「まったくよくない」を最低評価の1点として換算した。  

その結果、まず全般的な傾向として、いずれの設問も

評価は高く、5点と4点の評価が65%以上を占めていた。  

相対的に評価が低かったのは「大津波警報」という言

葉遣いで、全体の 13%（38人）が「よくない」としてい

た。標準偏差は 0.96で、これは全項目の中で 2番目に高

い値である。したがって、言葉遣いの適否の評価がばら

ついていたことがわかった。その他、「非常事態です」や

「急いで逃げること！」といった言葉遣いなども相対的

にみると評価は高くなかった。 

一方で、学生の中で最も高い評価を受けていた言葉遣

いは、「今すぐ逃げてください」であった。「とてもよい」

が最多となっており、標準偏差は 0.80と全体の 2番目に

低い値であったことから、ごくシンプルではあるが幅広

い人にリーチしやすい言葉遣いである可能性がある。 

（２）津波避難経験者への半構造化インタビュー調査 

東日本大震災において、市町村別でみれば最大の犠牲

者数となった宮城県石巻市において、「あのとき、津波浸

水地域となった場所にいた」人で、かつ「大津波警報を

放送または防災行政無線で聴いた」人、合計 10人を対象

として、津波避難アナウンスメントのサンプル音源を聞

いてもらい、受け止め方を確かめる調査を実施した。 

質問紙の記入方式ではなく、設問項目（10 のパーツ）

をひとつひとつ尋ね（「〇〇というコメントは心に響き

ましたか？」）、途中で思いついたことがあれば自由に回

答してもらう半構造化インタビュー調査を実施した。 

なお、サンプル音源は、日常の放送受信環境を想定し

て、調査協力者 10人とも、同じラジオ付CDプレイヤー

を使用し、音量は最大 60.9dBに設定して、約 90cm離れ

たところで聞いてもらった。特徴的な結果を抜粋して、

以下に概括する。 

a）評価が高かった「今すぐ逃げてください」 

大学生を対象とする調査結果と酷似して高い評価を

受けたのは、「今すぐ逃げてください」という言葉遣いだ

った。10 人中 9 人がポジティブな回答で、具体的には、

「やっぱり心にきますね」、「“命てんでんこ”という考え

でいいと思う」、「これ、いいですね。『早く、早く』って、

追い立てるような形もいいのかなと思います」などの意

見を採取することができた。 

b）津波避難経験者の評価が高い「大津波警報」 

一方で、大学生への調査では適否の回答傾向がばらつ

き相対的に評価が低かった「大津波警報」という言葉遣

いに関しては、津波避難経験者を対象とする調査では、

およそ逆向きの結果が得られた。採取した意見のなかに

は、「大津波ですよね。それ以上の言葉はない。これ以上

の表現がないんじゃないですか」、「大津波警報は前にも

聞いていますし、『あぁ東日本クラスだな』と分かります

ね」、「津波警報じゃなくて大津波となると、やっぱり急

がないといけないなって思いますね」など、10人中 8 人

がポジティブな評価となっていた。 

 

５．課題と展望 

サンプルの代表性や調査環境の制約など限界を含ん

だ調査であるため慎重にデータを読み解く必要がある

が、情報受信者の経験や立場によって、受け止め方に違

いがあることが見出された。データを蓄積すればバッド

コメント―言わない方がよい言葉―を抽出することが

できるかもしれない。また、たとえば体言止めに関して

は受け止め方に幅があって、奏功するかどうかは不確実

であることもわかった。 

もちろん本報告では、情報の受け手側の調査にしぼっ

ているため、今後さらなる検討が必要である。現在、東

日本大震災の大津波警報発表時に実際に避難を呼びか

けたキャスターを対象とした調査を進めている。情報受

信者と発信者、これら複数のアングルから調査結果を立

体的に考察することによって、キャスターコメントの受

け止め方のギャップなどを明らかにできる可能性があ

ると考えている。 
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